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接続表現but/soが英語学習初級者の英文理解に与える影響
1. はじめに
読解におけるストラテジー指導の１つに、接続表
現（あるいはディスコースマーカー）に注目させる
ことで、文と文あるいは段落と段落の繋がりを考え
させ、文章全体の理解を促進させるという工夫が挙
げられる。この考えは、一見当たり前であるように
思われるが、実際にどの程度促進するのか、またど
のような接続表現であっても促進するのかという点
について、検証を行った研究はこれまでにほとんど
存在しない。本研究は、英語学習初級者である英語
を得意としない大学生を対象に、英文読解をする際
に、接続表現の理解が内容理解の一助を担うのかと
いう点に焦点を当て、接続表現と文章理解の関係に
ついて明らかにすることを目的とするものである。
2. 先行研究
日本人英語学習者を対象とした、英文読解におけ
る接続表現の役割についての先行研究として、接続
表現を挿入したり、強調したりすることが、読解に
おける内容理解や読解スピードの向上に寄与するか
どうかを明らかにすることを目的としたものが挙げ
られる１-２）。Ozono（2002）では、内容理解および
スピードのいずれにおいても一定の向上に寄与する
ことが確認されているものの、学習者の英語力に
よっては寄与しない可能性が指摘されている１）。ま
た、Sato（2015）では、接続表現の種類によってそ
の影響力に差がある可能性も指摘されている２）。い
ずれの場合も、その詳細について十分に明らかにさ
れているとはいえない。
また、学習者が論理関係をどの程度理解できてい
るのかを明らかにすることを目的とした実証研究も
行われてきている３-７）。これらの研究では、逆接関係
や因果関係などの代表的な論理関係を取り上げ、日
本人英語学習者にとって理解しやすい、あるいは理
解しにくい関係がどれかを明らかにすることを試み
ている。しかしながら、その研究結果は一貫してお
らず、また佐藤（2018）では、接続表現の意味自体
が十分に習得できていないことが示唆されており７）、
どのような表現あるいは関係性が理解しやすいのか
という点について、さらなる研究が必要とされる。
これらの先行研究における課題を考慮し、本研究
では、接続表現の意味をどの程度習得できているの
か、また、文章理解に対してどの程度の影響が見ら
れるのかを明らかにすることを目的としている。多
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Abstract
 The present study investigated the effects of control of connective expressions but and so on Japanese EFL beginners’ 
reading comprehension. No research thus far has examined whether different connective expressions have different effects on 
Japanese EFL learners’ reading comprehension. Seventy-five Japanese university students completed a questionnaire about the 
meanings of but and so. They were also given a reading comprehension test. There were three types of five conversational 
passages in the test: 1） passages including one but and one so, 2） passages in which but was deleted from Type 1, 3） passages 
in which so was deleted from Type 1. All the participants read one of the three types of each passage, and they were asked to 
translate them into Japanese. The results of the questionnaire revealed that, consistent with previous studies, the participants 
understand that but is an adversative expression, while less of them understand that so is a causal or copulative expression. 
The ANOVA with the factor of passage types revealed that no main effects for them, but one passage of Type 2 had only a 
marginally higher score compared to the Type 1. All the other four passages of Type 1 had higher, even though not 
significantly, scores than Type 2. Moreover, so had the tendency of less being translated into Japanese than but. These results 
suggest that the expression but is connected to reading comprehension more strongly than the expression so. The implications 
of these findings for improvements in Japanese EFL beginners’ reading comprehension are discussed.
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くの先行研究で扱われている「逆接関係」「因果
（あるいは順接）関係」を表す接続表現の代表例で
あり、また日本人英語学習者にとって最も馴染みの
ある接続表現のうちの２つであると考えられる、
butとsoに焦点を当て、実験を行った。
3. 方法
3.1. 目的
本研究の目的は、英語学習初級者が基本的な接続
表現であるbutとsoの意味や役割をどのように認識
し、また、彼らに対して、それらの表現は英文理解
にどの程度寄与しているのかを明らかにすることで
ある。
3.2. 研究課題
上記の目的を達成するため、以下の研究課題を設
定した。
（1） 英語学習初級者は、butとsoをどのような意味
であると認識しているか。
（2） 英語学習初級者が英語の文章を読む際に、but
とsoは内容理解の促進に寄与しているか。
3.3. 協力者
日本国内の私立大学に通う大学生75名（１年生
64名、２年生10名、３年生１名）に対して実施し
た。実験は全て2018年の４月に行われた。また協
力者は全員英語、外国語、言語を専門に学ぶ学部あ
るいは学科に所属しない者であった。協力者には全
員、TOEIC Bridgeの対策問題集から抜粋したリス
ニング問題50問、リーディング問題50問からなる
実力テストを同月に実施した。全ての問題が多肢選
択式であり、１問１点の計100点満点で採点を行っ
た。その結果は表１の通りである。
3.4. 調査用マテリアル
butとsoの意味をどのように認識しているかを確
認するアンケート（添付資料１）、および、butと
soが文章理解にどの程度寄与するかを調査する読
解テスト（会話文和訳テスト）を用いた。アンケー
トは、佐藤（2018）と同様のもので、日本語の接続
表現31種類を取り上げ、英語においてbutおよび
soの意味に含まれるものを選択させるアンケート
であった。読解テスト（会話文和訳テスト）は、セ
ンター試験の英語（リスニング）で出題された会話
文のうち、２人が２回ずつ発言をする会話文であ
り、会話文内にbutとsoの両方が入っている、ある
いは挿入することが可能であるものを５つ取り上げ
た。それぞれの会話文について、１）butとsoの両
方が１回ずつ含まれるもの、２）１）からbutのみ
が削除されているもの、３）１）からsoのみが削
除されているもの、の３パターンを作成した（添付
資料２）。カウンターバランスを考慮し、各会話文
について１）から３）のいずれかのパターンが含ま
れるように、テストを３種類作成した。
3.5. 手順
実験は全て、協力者が大学で受講している英語科
目内で実施した。授業担当者がアンケート用紙を配
布し、書かれている日本語の接続表現のうち、英語
においてbutおよびsoの意味に含まれるものを全て
選択するように指示を行った。また、選択数は任意
であり、また同一の接続表現について、butおよび
soのいずれにおいても選択してもよいことを回答
前に周知した。時間制限は設けず、協力者全員が回
答を終了したことを確認後、授業担当者が回収を
行った。ほとんどの協力者は、５分程度で回答を終
えた。その１週間後の授業内で、読解テストを実施
した。それぞれの協力者が、３種類のうちいずれか
１種類のテストを取り組んだ。授業担当者がテスト
用紙を配布し、それぞれの会話文を和訳するように
指示を行った。その際、一語一語を正確に直訳する
必要はなく、自然な日本語に直しても構わないこと
を周知した。アンケート同様、時間制限は設けず、
授業担当者が回収を行った。協力者によって解答時
表１　実験協力者のTOEIC Bridge形式による実力テストの結果（N＝75）
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間は異なったものの、解答終了までにかかった時間
は10分から30分であった。
3.6. 分析
アンケートは、日本語の接続表現31種について、
butおよびsoのそれぞれにおいて選択した人数を集
計し、選択率を算出した。読解テストは、それぞれ
４行からなる会話文を、１行につき１点の４点満点
で採点を行った。訳出していない単語が存在してい
ても、誤認識しているとみなせる情報が和訳に含ま
れていない限りは１点を与えた。例えば、添付資料
２におけるＱ１の４行目 “… let’ s make one group 
of six.” については、「６人組を作りましょう。」の
ように「１グループ」ということが明示されていな
くとも、正答とした。一方で、「６グループを作り
ましょう。」というように、明確に誤認識がなされ
ていると判断される場合には、誤答とした。
各会話文について、１）～３）のパターンそれぞ
れにおける点数の平均値を算出し、その差が有意で
あるかどうかを、繰り返しなしの一元配置分散分析
によって検定した。また、butおよびsoが明示して
いる箇所について、それぞれの単語が訳出されてい
る回数を集計した。butとsoにおいて、訳出される
比率の差が有意であるかどうかを、カイ二乗検定に
表２　butとsoの意味に関する認識調査の結果（％）（N＝75）
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よ っ て 検 定 し た。 統 計 分 析 は い ず れ もSPSS 
（version 21）を使用した。
4. 結果
4.1. butとsoの意味認識に関するアンケート結果
アンケートの結果を集計したものを、表２に示
す。butの意味認識については、「しかし」「だが」
がそれぞれ92.5％、87.5％と突出した選択率を得て
おり、英語学習初級者であっても、butが「しかし」
「だが」に代表される逆接関係を表すことは概ね把
握できているといえる。その一方で、soの意味認
識については、最多選択率を得た「つまり」であっ
てもその選択率は75.0％に留まっていることが分か
る。また順接関係を表す「そして」や、因果関係を
表す「だから」「よって」などは３人に１人が選択
をしていない。この結果から、soの意味認識につ
いてはbutよりも個人差が大きく、またその意味認
識は、換言関係・順接関係・因果関係と多岐に渡っ
ていると考えられる。
4.2. 読解テストの結果
協力者は３種類のうち、いずれか１種類の読解テ
ストを受けているため、まずそれぞれのテストを受
けた集団間の英語力に差がないといえるかどうかを
分析した。TOEIC Bridgeのリスニングパートの得
点、リーディングパートの得点、およびその合計得
点の平均値に対して、繰り返しなしの一元配置分散
分析を実施したところ、いずれの得点の平均値にも
グループ間で主効果は見られなかった（F（2, 72）
＝.347, ns, F（2, 72）＝2.367, ns, F（2, 72）＝1.189, 
ns）。
読解テストの各設問、各パターンの基本統計量を
表３および図１～図６に示す。いずれの設問におい
ても、butが削除され、soのみを含むパターンが、
butとsoを両方含むパターンのものよりも低い平均
値を示すという、同じ傾向が見られた。しかし、繰
り返しなしの一元配置分散分析の結果、Ｑ２におい
て有意傾向を示し、中程度の効果量が認められた
（F（2, 72）＝2.809, p＝.067, η2＝.07,）ものの、他の
４つの設問では、主効果は認められなかった（F（2, 
72）＝.380, ns, η2＝.01, F（2, 72）＝.080, ns, η2 < .01, 
F（2, 72）＝.431, ns, η2＝.01, F（2, 72）＝.023, ns, η2 
< .01）。有意傾向を示したＱ２について、Tukey法
による多重比較を行ったところ、but/soを両方含
むパターンと、butが削除されたパターンの間での
み、有意傾向を示した（p＝.056, d＝0.66）。これら
の結果により、but/soの有無が読解における内容
理解に影響を与えるとはいえないものの、butを削
除した場合には、soを削除した場合よりも内容理
解に負の影響を与える傾向が見られたといえる。
4.3. but/soの意味が訳出に現れる比率の結果
今回の３種類のテストにおいて、butが明記され
ていた箇所は250箇所あり、そのうち和訳にbutに
表３　読解テストの基本統計量
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あたる訳語が書かれていたのは188箇所、書かれて
いなかったのは62箇所であった。一方、soが明記
されていた箇所は249箇所あり、そのうち和訳にso
にあたる訳語が書かれていたのは114箇所、書かれ
ていなかったのは135箇所であった。この結果に対
して、カイ二乗検定による分析を行った結果、有意
な比率の差が認められた（χ2（1）＝45.181, p < .001, 
φ＝.301）。これにより、butが明記されている場合
に訳出される比率は、soが明記されている場合に
訳出される比率よりも高いことが明らかとなった。
5. 考察
4.2.より、主効果は認められなかったものの、but
を削除した場合と、soを削除した場合とでは、前
図１　Ｑ１における点数分布
図３　Ｑ３における点数分布
図５　Ｑ５における点数分布
図２　Ｑ２における点数分布
図４　Ｑ４における点数分布
図６　各設問における平均値の比較
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者の方が内容理解により負の影響を与える傾向が認
められた。このことから、接続表現butの有無は、
soよりも文章理解の促進に影響を与える可能性が
示唆される。その理由として、以下の３点が考えら
れる。まず、4.1.より、butはsoよりもその意味認
識が強いことが挙げられる。butの意味として「し
かし」「だが」の選択率が突出した今回の結果は、
佐藤（2018）と同様の結果であり、英語学習初級者
であっても、butが逆接関係を表す接続表現である
ことは強く認識できていると考えられる。一方で、
soについては、その選択率は最も高いものでも
75％に留まっており、butと比較してその意味が十
分に認識されているとはいえない。英語学習初級者
にとっては、so自体の意味認識が不十分であるた
め、soという単語の有無は内容理解にあまり影響
を及ぼさないと考えられる。
また、4.3.の結果より、soはbutよりも訳出され
ない傾向があることが明らかとなった。和訳におい
てsoの意味が無視される傾向を持つことは、その
意味自体を内容理解において重視しておらず、その
ためsoという単語の有無が内容理解に影響を及ぼ
しにくいことを示唆する結果であると考えられる。
また、soについての訳出内容を分析した結果、Ｑ
２、Ｑ３、Ｑ４におけるsoに対して、「だから」と
訳出した例が、それぞれ２例、７例、７例存在し
た。これら３つの設問におけるsoは「だから」と
訳出すると不自然なものであり、これらのsoを「だ
から」と認識する場合、内容理解に影響を及ぼさな
いどころか、soが有ることで内容理解を阻害した
可能性も考えられる。4.1.の結果からも、英語学習
初級者であっても、soは因果関係・順接関係・換
言関係とその意味が多岐に渡るという認識がされて
いる。そのため、soがどのような意味であるかは
結局その前後の意味を正しく読み取れなければ判断
できず、so自体が内容理解を促進する力は強くな
いと考えられる。
6. 結論
6.1. 本研究のまとめ及び教育的示唆
本研究は、接続表現のbutおよびsoが、英語学習
初級者である大学生の英文理解に与える影響につい
て明らかにすることを目的とした。アンケートおよ
び読解テストにおける調査の結果、soの有無は内
容理解に与える影響は小さく、またbutの有無が内
容理解に与える影響は、soと比較すると大きい傾
向がある可能性が示唆された。その理由として、英
語学習初級者であっても、butの意味を逆接関係で
あると認識できている一方で、soの意味は十分に
認識できているとはいえず、またその意味を広く捉
えていることが原因であることが示唆された。ま
た、訳出の結果から、内容理解の際にsoの意味を
重視していない傾向があり、そのことも原因の一つ
であることが示唆された。
本研究の結果から、以下の２点が教育的示唆とし
て挙げられる。１点目に、butおよび逆接関係に焦
点を当てさせることにより、英語学習初級者の文章
理解を促進することが考えられる。逆接関係を表す
接続表現が文章内に含まれる場合には、その部分に
下線を引いたり、記号をつけたりするなどの工夫を
施すことが有用であると考えられる。一方で、so
などの順接関係については、そのような工夫はあま
り効果があるとは考えられず、逆接関係に焦点を当
てる必要性の方が高いことが示唆される。
２点目に、soという単語の意味を明示的に指導
する必要性が挙げられる。Soという単語自体の初
出は、英語学習開始後早い段階であるが、英語学習
初級者にとっては、大学生であってもその意味は十
分に認識できているとはいえない。例えば、soを
常に「だから」と訳出する大学生の存在も本研究の
結果からは示唆されており、soという単語がむし
ろ内容理解を阻害している可能性も考えられる。そ
のため、soという単語の意味やその役割について、
明示的に指導したり、まとめたりすることで、整理
する必要性が示唆される。
6.2. 本研究の限界と今後の展望
本研究の結果は、広く一般化できるものであると
はいえず、今後更なる検証が必要であると考えられ
る。特に、本研究に扱った全ての文章において主効
果が認められた訳ではないため、butの影響力がso
よりも強いと結論付けるためには、更なる検証とそ
れを踏まえた慎重な議論が必要である。また、今回
は英語学習初級者である大学生を対象にしており、
英語力の伸びに応じて、接続表現の影響がどのよう
な変化を辿るのかという点については検証する必要
がある。また、因果関係を表すtherefore、順接関
係を表すandといった、他の接続表現もsoと同様
の傾向を示すのかについて、今後検証がなされるべ
きである。その他の関係性を表すものも含め、接続
表現が文章理解に対してどのような影響を与えるか
について、今後も研究を行っていく必要があると考
えられる。
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